
	
 

	
 

	
 

	
 

	
 広域大規模災害時のボランティア活動の	
 

	
 体制検討ワークショップ in 高知	
 

	
 （災害ボランティアセンター中核スタッフ実践講座）	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

主催 
	
 高知県ボランティア・NPO センター	
 

	
 高知県災害ボランティア活動支援本部ネットワーク会議	
 

	
 

共催 
	
 内閣府（防災担当）	
 

	
 

日時 
平成 26年 2月 20 日（木）13:00〜17:00、21 日（金）9:30〜15:30	
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実施概要	
 

	
 

日時 
	
 平成 26 年 2月 20 日（木）13:00〜17:00、21 日（金）9:30〜15:30	
 

	
 

会場 
	
 高知城ホール（〒780-0850 高知県高知市丸ノ内二丁目 1番 10 号）	
 

	
 

主催 
	
 高知県ボランティア・NPO センター、高知県災害ボランティア活動支援本部ネットワーク会議	
 

	
 

共催 
	
 内閣府（防災担当）	
 

	
 

目的 
・広域大規模災害において、沿岸部等の被害の様相をイメージし、支援活動を検討する機会とする	
 

・高知県内では、広域大規模災害を想定し、災害時の各市町村間の広域的な連携のあり方を検討し、「ガイ

ドライン」を作成している。訓練を通じて、ガイドラインで検討している「バックヤード拠点」「高知県

災害ボランティア活動支援本部」の機能・役割を検討する	
 

・様々な支援の視点から取組を考えることで、災害時の多様なボランティア活動や様々な担い手の連携に

ついて考える機会とする	
 

・広域大規模災害時のボランティア活動における広域連携を検討するための訓練モデルと位置づけ、訓練

の準備、運営などを検証する	
 

	
 

参加対象 
・高知県内：社会福祉協議会職員、NPO 等	
 

・高知県外：四国・中国・近畿・九州地方の社会福祉協議会職員、NPO・NGO 等	
 

	
 

訓練ワーキング・グループ 
県内外の災害ボランティア活動の実践者による訓練のワーキング・グループを通じて企画運営を行う。	
 

1日目担当	
 小村	
 隆史（常葉大学	
 社会環境学部	
 准教授）	
 

松山	
 文紀（震災がつなぐ全国ネットワーク	
 事務局長）	
 

渡辺	
 日出夫（特定非営利活動法人 ADRA	
 Japan	
 国内事業担当マネージャー）	
 

2日目午前担当	
 佐藤	
 大地（認定特定非営利活動法人ジャパン・プラットフォーム	
 国内事業部）	
 

土橋	
 一晃（特定非営利活動法人わかやま NPO センター	
 事務局次長）	
 

永井	
 美佳（社会福祉法人	
 大阪ボランティア協会）	
 

2日目午後担当	
 浦野	
 愛（特定非営利活動法人レスキューストックヤード	
 常務理事	
 

福田	
 信章（東京災害ボランティアネットワーク	
 事務局長）	
 

山本	
 康史（特定非営利活動法人みえ防災市民会議	
 議長）	
 

全体総括	
 間	
 章（高知県ボランティア・NPO センター	
 センター長）	
 

山崎	
 水紀夫（認定特定非営利活動法人	
 NPO 高知市民会議	
 理事）	
 

進行担当	
 鈴木	
 まり子（特定非営利活動法人	
 日本ファシリテーション協会	
 フェロー）	
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プログラム	
 

以下、敬称略	
 

【1日目（2月 20日）】 
時間 内容 

13：00	
 

	
 ～13：20	
 

（１）開会	
 

・主催あいさつ、オリエンテーション	
 

13：20	
 

	
 ～13：50	
 

（２）被害想定について	
 

・レクチャー	
 南海トラフ巨大地震	
 被害想定について	
 

	
 解説：川島拓人（高知県	
 	
 危機管理部	
 	
 南海地震対策課）	
 

13：50	
 

	
 ～14：20	
 

（３）ガイドラインについて	
 

・レクチャー	
 大規模災害時における広域連携によるボランティア活動支援のガイド

ラインについて	
 

	
 解説：間章（高知県ボランティア NPO センター	
 センター長）	
 

14：20～	
 

	
 〜16：00	
 

（４）被害、復旧プロセスをイメージする	
 

	
 ①レクチャー	
 被害の様相をイメージするポイント	
 

	
 	
 解説：小村隆史（常葉大学	
 社会環境学部	
 准教授）	
 

	
 ②ワーク	
 地図に被害情報を書き込む	
 

	
 ③ワーク	
 復旧プロセスを考える	
 

※県内 5ブロックにわかれて、県内・県外参加者で広域大規模災害の被害等について

話し合い、地図や模造紙にとりまとめます（途中休憩をはさみます）	
 

16：10	
 

	
 ～17：00	
 

（５）ワークの共有・ふりかえり	
 

	
 

	
 

【2日目（2月 21日）】 
時間 内容 

9：30	
 

	
 ～9：45	
 

（１）オリエンテーション	
 

・1日目のふりかえり、2日目プログラム概要の説明	
 

9：45	
 

	
 〜11：30	
 

（２）課題に連携して対策を考える	
 	
 

・高知県災害ボランティア活動支援本部（県 V 本部）、県内 5 ブロックに分かれて、

それぞれ発災後の対応について考えます。	
 

11：30	
 

	
 〜12：00	
 

（３）支援の視点について	
 

・レクチャー	
 支援のすきまにいる被災者を見つける	
 

	
 解説：浦野愛（特定非営利活動法人レスキューストックヤード常務理事）	
 

13：00	
 

	
 〜14：30	
 

（４）様々なニーズへの対応を考える	
 

・実際にあったニーズをもとに、市町村・県それぞれの単位で対応策を考えます。	
 

14：30	
 

	
 〜15：30	
 

（５）ふりかえり	
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参加者一覧（高知県外）	
 

	
 

	
 

	
 氏名	
 所属（五十音順）	
 

1	
 石井 布紀子	
 特定非営利活動法人	
 さくらネット	
 

2	
 伊藤 彰	
 やまぐち県民活動支援センター	
 

3	
 上島 安裕 	
 一般社団法人	
 ピースボート災害ボランティアセンター	
 

4	
 梅村 武之	
 公益財団法人	
 日本国際民間協力会 NICCO	
 	
 

5	
 大村 詠一	
 認定特定非営利活動法人	
 日本 IDDM ネットワーク	
 

6	
 栗田 暢之	
 特定非営利活動法人	
 レスキューストックヤード	
 

7	
 近藤 吉輝	
 社会福祉法人	
 呉市社会福祉協議会	
 

8	
 坂原 邦彦	
 社会福祉法人	
 広島県社会福祉協議会	
 広島県ボランティアセンター	
 

9	
 竹谷 和子	
 認定特定非営利活動法人	
 AMDA	
 

10	
 福田 遊	
 東京ボランティア・市民活動センター	
 

11	
 藤澤 健児 	
 特定非営利活動法人	
 ANGEL	
 WINGS	
 

12	
 宮崎 雄輔	
 福岡防災研究会	
 

13	
 松村 渉	
 特定非営利活動法人ひろしま NPO センター	
 

14	
 頼政 良太	
 被災地 NGO 恊働センター	
 

	
 

	
 

【内閣府（防災担当）】	
 

1	
 三浦 光一郎	
 政策統括官（防災担当）付参事官（普及啓発・連携担当）付参事官補佐	
 

2	
 勝又 史郎	
 政策統括官（防災担当）付参事官（普及啓発・連携担当）付官民連携・ボランティア担当主査）	
 

	
 

	
 

【訓練運営業務・受託業者】	
 

1	
 津賀 高幸	
 株式会社ダイナックス都市環境研究所	
 主任研究員	
 

2	
 橋本 慎吾	
 株式会社ダイナックス都市環境研究所	
 主任研究員	
 

3	
 谷口 涼	
 株式会社ダイナックス都市環境研究所	
 研究員	
 

4	
 浅井 康雄	
 株式会社ダイナックス都市環境研究所	
 研究員	
 

	
 


